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笑顔と優しさの溢れるまちに10

　平戸文化センターで「平戸市福祉健康まつり」が開
催されました。会場では、障がい者スポーツ体験や、
もちつき、バザーや作品展示、相談コーナー、キッ
ズ広場など多彩な催しが行われ、子どもからお年寄
りまで約4,300人の来場者で大いににぎわいました。
　午後からは、知的障害者の作業所として福岡市で
音楽活動をしているJOY倶楽部ミュージックアン
サンブルによるコンサートが行われ、訪れた聴衆は、
音楽が大好きなJOY倶楽部のメンバーの素晴らし
い演奏に聴き入り、心温まる時間を過ごしました。

　平戸城下旧町地区一帯で、今年で８回目となる
「平戸くんち城下秋まつり」が開催されました。市内
の飲食店など約50店舗による平戸産の食材を使用
した自慢の逸品料理を出店したり、地元の事業者、
姉妹都市や交流都市の物産品を販売しました。
　また、ステージイベントでは地元の園児によるダ
ンスや太鼓の披露のほか、獅子舞や平戸神楽、田助
ハイヤ節などの伝統芸能の披露なども行われ、２日
間で約22,000人の来場者で、平戸の商店街は大い
ににぎわいました。

平戸の商店街でうまい料理を食べ歩き流暢な英語で思いを伝える 10
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　中・高校生の皆さんが、税について学校や自身の
経験などを通して学んだことを作文にした、平成
29年度「税に関する作文」の表彰式が市役所で開催
されました。
　国税庁が募集した「高校生の税に関する作文」（平
戸市内414点）と、国税庁と全国納税貯蓄組合連合
会が共同で募集した「中学生の税についての作文」
（平戸市内342点）の２部門で、高校生4人、中学生
3人が表彰を受けました。受賞者の皆さんは、税に
対する意識がさらに高まった様子でした。

税のことを勉強しました15
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　秋季全国火災予防運動に合わせ「ひらど地区防災
啓発パレード」が開催されました。
　この日は、地元の消防団や消防署、また、保育所
や幼稚園の園児ら約200人が最教寺から平戸港交流
広場までをパレードしました。パレードでは、消防
本部の音楽隊が演奏し、それにあわせ、園児らが拍
子木を打ち鳴らし「火の用心」と呼びかけるなど、火
災予防をPRしました。
　これからの季節は、乾燥し火災が起きやすい季節
になるので、皆さん防災への意識を新たにしました。

火災が起こらないように11
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　生月町開発総合センターで「第５回平戸市中学生
英語暗唱大会」が開催されました。
　この大会は、本市の中学生の英語力向上を図り、
国際化の中で平戸の将来を担う子どもの育成を目指
すことを目的とするもので、市内中学校から17人
が参加しました。最優秀賞受賞者は2月に大村市で
開催される「県中学生英語暗唱大会」に出場します。
　受賞者は次の通りです。【最優秀賞】中野中２年石
田愛佳さん【優秀賞】田平中２年加藤七海さん、平戸
中３年木田ヒカルさん

　度島地区における消防力の強化を目的に、平戸市
度島町県営度島漁港で「平成29年度度島地区総合消
防訓練」が開催されました。
　訓練には、地区消防団や自主防災組織、婦人防火
クラブ、園児から中学生までの約250人が参加し、
実際に放水したり、バケツリレーで火を消したりし
ました。また、皆さん真剣な面持ちで訓練を行って
いました。
　参加者は「この体験を通じて、火災、地震などの
怖さを改めて知ることができました」と話しました。

有事に備える７
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　生月船員福祉会館で「第２回生月んおごっつぉ祭
りin舘浦」が開催されました。
　この祭りは、生月地区を盛り上げようと昨年から
開催されています。この日は、生月の食材を使った
「およばれ料理」が振舞われ、皆さん地元の昔ながら
の料理に舌鼓を打っていました。
　また、生月町出身のギターリスト真辺雄一郎さん
と、妻で歌手の今泉由香さんによるライブコンサー
トも行われ、参加された皆さんは、素敵な音色に酔
いしれていました。
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およばれ料理を堪能


